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発

干リ

の

乙

と

ば

伊
万
里
湾
工
業
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
、
伊
万
里
市
黒
川
地
区
に
、
名
村
造
船
所
を
中
核
と
す
る
大
規
模
な
工
場
団
地
が
造
成
さ
れ
る
と
と

と
よ
っ
こ
o

'
t
J
I

・ヂ
J

し
か
し
、
当
該
地
区
に
は
、
金
剛
島
な
ら
び
に
源
平
岩
の
二
縄
文
遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
、
県
土
木
部
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

県
教
育
委
員
会
は
七

ッ
島
周
辺
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
を
組
織
し
て
、

工
場
用
地
造
成
事
業
に
先
立
っ

て
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

金
剛
島
遺
跡
は
海
浜
の
縄
文
遺
跡
と
し
て
、

一
方
、
源
平
岩
調
穴
遺
跡
は
波
蝕
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
洞
穴
遺
跡
と
し
て
、
県
下
に
そ
の
類
例

の
少
な
い
遺
跡
で
あ
っ
て
、
今
次
の
調
査
結
果
は
、
今
後
の
、
本
県
に
お
け
る
縄
文
文
化
史
研
究
の
上
で
、
寄
与
す
る
と
と
ろ
も
大
き
い
と
考
え

ら
れ
、
写
真
・
図
版
を
主
と
し
た
概
報
で
は
あ
る
が
、
本
報
告
書
を
刊
行
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
、

な
ら
び
に
郷
土
研
究
会
等
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ

る

昭

和

四

十

八

年

三

月

佐

賀

県

教

育

委

員

会

教

育

長

大
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一、

遺

跡

の

所

在

地

伊
万
里
市
黒
川
町

金

剛

島

遺

跡

伊
万
里
市
黒
川
町

源
平
岩
調
穴
遺
跡

一
一、

自

扶

環

境

黒
川
町
は
市
の
北
部

K
位
置
し
、
沿
岸
部
は
溺
れ
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
標
式
的
な
リ
ノ
ア
ス
式
海
岸
で
、

七
ッ
島
を
中
心
と
す
る
島
嶋
群
が

あ
り
、
伊
万
里
湾
に
お
け
る
景
勝
地
の
一
つ
で
あ
る
。

地
質
は
細
粒
砂
岩
か
ら
な
る
相
浦
砂
岩
層
で
、
金
剛
島
遺
跡
は
乙
の
層
上
に
直
接
生
活
が
営
ま
れ
、

源
平
岩
洞
穴
遺
跡
は
波
蝕
に
よ
る
波
痕

跡
、
即
ち
洞
穴
が
生
活
の
舞
台
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

七
ッ

島
の
東
、
海
中
に
突
き
出
て
現
在
は
岬
の
よ
う
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
金

剛
島
は、

浦
浜
新
田
、
中
村
新
田
に
よ
っ
て
陸
繋
島
と
な

っ

た
。
従
っ
て
、
金
剛
島
遺
跡
は
島
の
西
岸
の
、

一
番
大
き
な
入
江
の
谷
部
に
あ
っ
て
、

北
西
の
季
節
風
を
避
け
得
る
地
形
に
位
置
し
て
い
る
。

ζ 

の
谷
に
は
現
在
豊
か
な
地
下
水
が
湧
出
し
て
い
て
、
乙
の
島
で
は
唯
一

の
水
田
(
湿
田
)
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
水
田
下
が
遺
跡
と
な
っ
て
い

マ
h
v
o金

剛
島
遺
跡
か
ら
見
る
と
源
平
岩
洞
穴
遺
跡
は
後
背
地
に
位
置
し
て
い
る
が
、
当
時
は
前
者
が
島
で
あ
っ
た
の
で
、

と
の
源
平
岩
洞
穴
遺
跡
も

湾
入
の
大
き
い
入
江
の
一
隅
に
位
置
し
て
い
た
と
と
に
な
る。

洞
穴
は
南
東
方
向
に
閉
口
す
る。

当
時
の
汀
線
は
ど
乙
で
あ
っ
た
か
は
明
確
で
は

な
い
が
、
現
在
、

乙
の
入
江
に
は
湿
田
が
存
在
す
る
の
で
、
水
深
の
浅
い
、

ゆ
る
や
か
な
傾
斜
底
を
も
ち
、

し
か
も
季
節
風
を
避
け
得
る
地
形
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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四

発
掘
調
査
の
経
過

四

ト)

昭
和
三
十
九
年
プ
ー
ル
用
水
堀
建
設
中
に
那
須
久
氏
(
伊
万
里
市
黒
川
町
)

に
よ
っ
て
当
該
地
区
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
と
と
が
確
認

さ
れ
、
金
剛
島
遺
跡
と
し
て
周
知
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

同

昭
和
四
十
六
年
一
月
、
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
に
よ
っ
て
工
場
用
地
造
成
地
区
内
の
遺
跡
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、

在
が
確
認
さ
れ
た
。

源
平
岩
洞
穴
遺
跡
の
存

し
た
。 同
年
三
月
一
日
か
ら
四
日
に
県
教
育
委
員
会
、
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
お
よ
び
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
の
三
者
合
同
の
事
前
調
査
を
実
施

国個)

同
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
本
調
査
を
実
施
し
た
。

同

本
調
査
の
本
部
お
よ
び
宿
舎
は
那
須
久
氏
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
同
氏
宅
と
し
た
。



五

発
掘
調
査
の
概
要

(ー)

金
剛
島
遺
跡

現
汀
線
か
ら
約
四

O
れ
i
約
七

O
れ
距
っ
た
谷
の
部
に
乙
の
遺
跡
は
位
置
し
、
遺
跡
の
中
心
部
で
海
抜
約
こ
れ
で
あ
る
。

遺
跡
の
中
心
部
は

プ
ー
ル
用
水
堀
構
築
中
に
す
で
に
破
壊
煙
滅
し
て
い
た
の
で
、
堀
の
堤
防
部
分
、
及
び
後
背
の
上
位
に
残
存
す
る
水
田
部
分
を
調
査
区
と
し

た
。
堤
防
部
分
を
一
区
、
水
田
部
分
を
堀
側
よ
り
二
区
、
三
区
と
し
た
。

遺
物
包
含
層
は
基
盤
で
あ
る
相
浦
砂
岩
層
上
お
よ
び
そ
の
上
に
堆
積
す
る
含
細
砂
粒
黒
灰
色
土
層
で
あ
る
が
、

層
位
は
明
確
に
す
る
と
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
基
盤
ま
で
は
地
表
面
か
ら
堤
防
の
部
分
で
約
一
仇
、
水
田
部
で
約
二
仇
で
あ
っ
た
。

尚
、
基
盤
上
の
含
細
砂
粒
黒
色
土
の
厚

さ
は
約
二

o
mで
あ
る
が
、
地
表
か
ら
こ
の
層
ま
で
の
間
層
(
含
細
砂
黒
灰
土
色
層
、

含
細
砂
灰
褐
色
土
層
、
含
細
砂
灰
色
土
層
)
は
遺
物
を

殆
ん
ど
包
含
し
な
い
。

出
土
し
た
遺
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

石

器

|

。
黒
曜
石
製
プ
レ
イ
ド
(
多
数
)
、

ス
ク
レ
イ
パ

l
(
三
O
)
石
鉱
(
二

O
)

。
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
ス
ク
レ
イ
パ

l
(
五
)
、
石
斧
(
三
)
、

ポ
イ
ン
ト
(
五
)
、
皮
は
ぎ
(
二
)

。
蛇
紋
岩
製
石
斧
(
二
)

。
石
錘
(
二
)

土
器

。
縄
文
式
土
器
片
(
n
a
e
-
J

シ
ゴ
箱
一
杯
)

五



。
弥
生
式
土
器
片

。
土
師
式
土
器
片

。
須
恵
器
片

。
瓦
器
片
(
三
)

。
土

錘
(
三
)

J-

/¥ 

若
干
若
干
若
干

木

片

多
数

植
物
質

木
製
鈷

多
数
、

木
の
実

(二

E
)

柱

キ艮

(
九
)
、

石

炭

若
干

以
上
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
思
考
し
て
、
回
避
し
て
く
る
魚
群
の
捕
獲
を
目
的
と
し
て
、

遺
物
か
ら
推
定
し
て
縄
文
時
代
に
最
も
長
く
生
活
の
舞
台
と
し

源
平
岩
洞
穴
遺
跡

短
期
間
ず
つ
生
活
し
た
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
濃

て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ぃ
。
そ
の
時
期
は
縄
文
時
代
前
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

従
っ
て
、
今
回
の
発
掘
区
域
(
約
五

O
o
d
)
全
面
に
わ
た
っ
て
出
土
し
た
木
製
話
、

木
柱
お
よ
び
木
片
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
ど
の
時

代
に
比
定
す
る
か
は
困
難
で
あ
る
。

海
浜
遺
跡
で
一
般
的
に
出
土
す
る
骨
角
製
の
漁
機
具
は
一
本
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

乙
の
乙
と
は
、

五
側
、
!
一
肌
の
長
さ
の

錯
で
捕
獲
で
き
る
程
の
魚
群
が
沿
岸
に
近
寄
り
漁
揚
が
極
め
て
容
易
で
あ
っ
た
と
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ニ

と
乙
は
三
月
の
予
備
調
査
の
段
階
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
、

相
浦
砂
岩
層
の
断
崖
が
波
頭
に
よ
っ
て
最
大
奥
行
六
乱
、
幅
一
五
汎
に
亘
る
噛



状
の
波
痕
を
形
成
し
た
洞
穴
遺
跡
で
あ
る
。

乙
の
遺
跡
は
南
面
す
る
谷
間
の
奥
に
あ
っ
て
海
抜
は
一
五
れ
で
あ
る
。

今
回
は
洞
穴
部
と
そ
の
前
面
(
前
庭
)
を
調
査
し
た
が
、

洞
穴
部
は
最
近
ま
で
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
っ
で
、

中
央
部
で
土
が
掘
り
か
え
さ

れ
て
お
り
、

一
方
、
前
庭
部
は
ミ
カ

シ
畑
に
開
墾
す
る
際
に
地
層
が
撹
乱
さ
れ
て

い
た
。

従
っ
て
、
文
化
層
序
を
明
確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
基
盤
上
(
相
浦
砂
岩
層
)

の
遺
物
は
ほ
ぼ
原
位
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
遺
跡
で
注
目
す
べ
き
遺
構
と
し
て
四
基
の
土
墳
墓
を
確
認
し
た
。

ロ
・
ハ
・
ニ
号
は
並
列
し
て
い
る
。

イ
号
土
噴
墓
、
幅
約
二
O
側、

長
さ
約
五

O
仰
の
長
方
形
で
、
深
さ
約
二

O
仰
に
基
盤
を
掘
り
込
ん
で
あ
る。

基
盤
上
か
ら
人
歯
一
本
と
人
骨

一
件
が
出
土
し
た
。

そ
の
他
の
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
の
で、

そ
の
構
築
の
年
代
は
不
明
で
あ
る。

ロ
号
土
墳
墓
、

直
径
約
八

O
仰
の
不
整
円
形
で
、

基
盤
を
約
四
五
伺
摺
鉢
状
に
掘
り
込
ん
で
い
る
。

基
盤
上
か
ら
御
領
式
の
つ
ぼ
が
出
土
し

た。

ハ
号
土
墳
墓
、
直
径
約
一
一

O
m
の
不
整
円
形
で
底
面
は
直
径
約
七
五
仰
の
不
整
円
形
、

深
さ
約
三
つ
仰
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
な
い
。

ニ
号
土
墳
墓
、
直
径
約
一
一

O
側
、
底
面
直
径
約
八

O
仰
の
不
整
円
形
で
、
基
盤
を
約
四
五
叩
掘
り
込
ん
で
い
る
。

出
土
遺
物
は
な
い
。

前
庭
部
に
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
の
土
器
井
を
ふ
く
む
貝
殻
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
。

前
庭
部
は
生
活
廃
棄
物
の
捨
て
場
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

洞
穴
に
向
っ
て
前
庭
部
左
側
崖
に
階
段
状
の
岩
場
が
発
見
さ
れ
た
が
通
路
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
わ
か
に
断
定
し
難
い
。

こ
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

土

器
縄
文
時
代
前
期
土
器
井

多
数

七



縄
文
時
代
中
期
土
器
井

縄
文
時
代
後
期
土
器
序

弥
生
時
代
土
器
芹

土
師
器
土
器
井

須
恵
器
土
器
芹

石

器
黒
曜
石
製
プ
レ
イ
ド

λア

ス
グ
レ
イ
パ

l

11 

石
鍛

サ
ヌ
カ
イ
ト
製
ス
ク
レ
イ
パ

l

頁
岩
製
石
斧

H 

石
の
み

蛇
紋
岩
製
石
斧

11 

石
釜
井

多
数

多
数

若
干

若
干

若
干

八

(
約
三

O
O
)

(三

O
)

(一ニ

O
)

(

一

一

)

(

一

一

)

(

一

)

(

一

一

)

(

一

一

)
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